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本産高校岡窓会員各位

第 3号

S猿
日 日

範
年
５
日
―
田

８
月
Ｗ
日

７
月
９
日

腰
間
会
鍛
開
催

鷺
期
総
会
踊
鶴

第

一
国
役
貫
会

南
稜
野
球
応
援

第
二
回
役
員
会

※
着
人
に
は
本
高
合
唱
部
０
登
中
心
の
柏
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
プ
の
会
唱
と
テ
ィ

ト
パ
ー
テ
ィ
、

先
韓
に
は
懸
師
を
閣
ん
で
の
懇
親
会
が
鶴
さ
れ
ま
す
。

８
月
３
日
　
名
簿
作
癒
委
員
会
開

催

８
月
１６
日
　
間
窓
会
会
報
編
集
会

議
開
催

９
月
４
日
　
調
査
カ
ー
ド
発
送

木々の緑 日 毎に色めく季節となりました。
曽機におかれましては如何お過ごしてしようか。
さて本庄高校岡窓会では下記の如く定期総会を開催し、会

暑畳詈齢i畳魯傘縁畳畳窪景畳懇潜38母憲曇皆魯8魯聖
ていただくことも計閣しました。留簾の御出庸を心よりお
待ち申し上げます。

日時 6月 9日 (日)年 後 3時 30分

縄審 客覆奮晶銘募ま言
′レ
懸蛮
歴駅開田)

午後 4簿80分よリ テ イーパーテ イ(無料)

年後寧窓よ所
ン
織 轄鶴贔晟霊鐘蜜倉桶騨|

本庄高校悶窓会会長 岡

９
月
８
密
　
鶴
三
固
役
員
会

９
用
１７
日
　
入
会
金
値
上
げ
要
請

９
月
２２
日
　
柏
友
会

（
高
１４
固
卒

）
の
全
体
会
に
会
長

出
席

本
高
闘
窓
会
報
舞
三
号
の
発
行
に

陳
し
て

一
富
御
擦
拶
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
六
日
の
通
常
総
会
で
会
長
に
選

出
さ
れ
て
以
来
瞬
く
間
に

一
年
が
経

通
し
ま
し
た
。

こ
の
関
私
は
同
窓
会

の
運
営
に
あ
た
り
如
阿
に
し
た
ら
曽

様
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
爵
窓
会

作
り
が
出
来
る
か
の
ノ
ー

ハ
ウ
を
模

案
し
理
記
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
次

第
で
す
。

先
ず
最
初
に
取
り
親
ん
だ

事
は
支
部
組
織
を
整
備
強
化
し
て
嗣

窓
会
の
活
性
化
を
図
り
以
て
会
員
相

互
閣
に
親
鹿
の
家
を
拡
け
る
仕
事
で

し
た
。

幸
に
も
役
員

一
国
の
御
筋
カ

と
会
員
の
皆
様
の
御
理
解
を
得
て
多

少
な
り
と
も
所
期
の
目
的
達
成
に
涯

付
く
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
何
よ

り
の
喜
ひ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
本
年

度
事
業
計
画
の
最
大
の
目
玉
と
し
て

は
、

来
る
七
月
曽
様
待
望
の
国
窓
会

名
簿
を
約
十
年
ぶ
り
に
発
刊
す
る
事

で
あ
り
ま
す
。

座
奮
に
麓
い
て
臨
時

御
利
用
の
上
会
員
閣
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
顕
け
れ
ば
幸
目

に
存
じ
ま
す
。

次
に
聞
窓
会
報
は
公

約
通
り
年
二
閣
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

又
後
護
の
指
導
育
成
の

面
で
は
膏
翼
資
金
制
度
を
復
構
じ

一

名
の
該
当
者
に
交
付
し
ま
し
た
。

今

後
も
幾
多
の
有
益
な
新
規
事
業
を
企

画
立
案
し
て
お
り
ま
す
の
で
童
し
く

御
支
援
御
協
力
の
連
御
願
い
致
し
ま

す
々

９
用
郷
日

９
馬
抑
目

１０
月
１
日

１０
月
１６
日

Ｈ
月
１０
国

Ｈ
月
２２
遇

‐２
月
７
日

‐２
月
２Ｓ
日

的
年
１
月
２
日

，
用
２。
日

１
月
抑
日

２
東
２
日

２
月
２
日

２
月
鷺
日

２
月
９
日

本
高
柚
機
祭
に
出
罵

第
四
田
役
輿
会

本
闘
□
窓
会
報
第
二

号
発
行

中
高
連
絡
会
開
蔭

第
五
固
役
員
会

若
泉
会
役
輿
会
出
席

第
六
圏
役
員
会

年
賀
状
発
送

鶏
友
会

（
高
４
園
卒

）
の
全
体
会
に
会
長

出
薦

仁
手
支
部
長
決
定

沖
電
気
代
表
者
決
定

第
七
酎
役
員
会

本
産
帝
コ
ミ
ュ
≡
ア

ィ
づ
く
り
市
民
運
動

推
題
協
議
会
へ
入
会

母
校
へ
動
成
金
贈
盤

支
部
長
会
議
及
新
年

会
開
催

第
八
固
役
員
会

新
入
会
式
に
出
席

新
入
会
役
員
と
の
懇

規
会
開
藤

３
月
１２
日
　
本
高
卒
業
式
に
描
席

３
月
盟
日
　
薄
英
資
金
贈
霊

888
i"白
‐‐‐

5憲
nt雰
亨
“白由

T■1
本庄高校同窓会 ,
会長 岡  酷 舞 :

事
篭
所 本

窪
市

窪
座
抵
卒8i

,岡 病 院 内 :

ス 田 ― ガ ン
1. 名誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛し

母校の発展に寄与しよう。

1. 本高同窓会の族の下に結集し、地域に

香り高い文イとの花を暖かせよう。

1. 人間関係を大切にし、会員相互闘任親
睦の輪を拡げよう。

1.組 織を整備強化し、機能的な連絡網を
拡充して、同窓会の活性化を図ろう。

1. 建学の精神を尊重し、後輩の指導育成
に努めよう。

順 監 会

閥 事 計

劇 会

釜長昭
和
６０
年
〓
員
卒
業

幹

事
　
一　
覧

彩
ラ

張

名

１

尉

襲

―
　
宮
崎
　
顕
築

芝
　
自
崎

達
夫

り
・　
富
永

茂
穫

３

お堡
序
　

葦

８

井
蹴
　
純
手

４

掘
込

稲
彦

４

籍
村

素
子

５

憲

麗

６

南
谷
　
直
襲

６

倉
林

丈
文

６

加
瀬
　
　
一

７

卜
部
業
英
子

７
　
岡
田

溝
子

７

鳥
山

頼
広

８

中
畝
　
留
好

８

堰
日
未
来
雄

８

山
田
亜
お
子

９

圏

億

一

９

松
本
ふ
じ
の

定

算

秀

一

定

麗
橋

遭
瞬

電

　

話

七
七
―

三
四

一
三

二
二
―

四
人

一
人

三
二
■
四
二
〇
九

二
一
キー
ユ
一量
ハ
七

七
六
―
三
〇
三
五

〇
茎
謁
霊
‐
車
ｔ
霞
二
九
一

二
四
―

五
玉
四
五

三
二
―

正
二
五

一

二
二
―

五
九
四
七

三
二
―
四
九
五

一

三
王
―

八
三
七
二

二
一
１

０
六
五
八

七
六
―
二
五
九
六

主

キ
ー
れ
四
八

一

二
二
―

五
六
〇
三

七
ユ
ー

一
五
七
八

二

一
―
四
〇
三
七

七
二
―

〇
二
九
〓

ニ
エ
ー

正
三
一
人

三
二
１

夏
四
二

一

二
エ
ー
五
七
〇
五

！

二
一
―

九
〇
八
四

本
部
役
員

闇

祐
孝

立
用
穴
作
、

竹
並
栄

一
郎
、

機
瓜
憂
夫
、

闘
田

一
部
、

書
田
建
治
、

高
木
敏
女

杉
山
欝
子
Ａ

分
墾
盟
）
塗
田

浮
、

手
島
　
藍

戸
谷
金
売
、

江
原
溝
苦

曲
本
厚
生
単

内
野
ヨ
シ
ユ

揮

襲

．
簿

講

、

持
田
醸
次
、

（
校
長
）
国
谷

敏
期
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卒
業
す
る
に

あ

た

っ
て

５９
年
度
卒
（全
）
雷
篤
明
美

私
が
本
度
高
校
の
門
を
く
ぐ
っ
た
昭

和
五
十
七
年
四
月
八
日
は
、

午
前
中
雨

の
降
っ
た
、

じ
め
じ
め
と
し
た
日
で
し

た
。

そ
し
て
、

卒
業
式
を
瞬
目
に
控
え

た
今
日
も
ま
た
、

雪
が
し
ん
じ
ん
と
降

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

私
に
と
っ
て

本
圧
高
稜
で
の
三
年
間
は
、

カ
ラ
ッ
と

賭
れ
あ
が
っ
た
青
空
の
下
で
…
…
と
い

う
よ
う
な
、

本
当
に
楽
し
い
毎
日
で
し

た
。勉

学
と
共
に
私
が
本
産
闘
稜
で
学
ん

だ
事
は
、

人
間
形
競
の
上
で
非
常
に
麓

要
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

本
産
高
校
は

学
校
全
体
に
自
由
な
空
気
が
流
れ
、

生

徒
は
そ
れ
を
上
手
く
生
か
し
て
各
々
の

個
性
を
持
ち
、

光
り
輝
い
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
本
高
生
と
し
て
の
す
ば
ら

し
い
画
を
卒
業
し
て
も
忘
れ
ず
に
、

滅

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
じ
、

在
校
生
の

皆
さ
ん
に
も
源
襲
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

同
窓
会
に

入
会
し
て

５９
年
度
卒
（全
）
宮
崎
達
夫

私
た
ち
は
旧
制
中
学
校
か
ら
数
え
て

第
五
十
九
回
挙
業
生
と
し
て
、

本
度
高

校
岡
窓
会
に
名
を
運
ね
る
こ
と
に
な
っ

た
。

過
去
の
五
十
八
画
の
卒
業
生
の
中

に
は
、

戦
争
で
は
く
な
っ
た
方
も
あ
れ

ば
，

今
も
な
お
、

い
る
い
る
な
方
面
で

潜
躍
な
さ
っ
て
い
る
方
も
多
い
。

教
師

と
し
て
母
校
に
も
ど
り
、

新
た
な
世
代

を
薄
て
て
い
る
方
も
い
る
。

母
校
の
歴

史
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と
闘
時
に

そ
の
数
多
く
の
先
輩
の
方
選
の
伸
閣
入

り
が
で
き
る
こ
と
を
簿
り
に
愚
い
ま
す

嵩
稜
毎
簡
の
一二
年
間
は
短
い
よ
う
だ

が
、

人
生
の
中
で
重
要
な
窓
味
を
持
つ

期
間
で
あ
る
と
思
う
。

こ
の
本
度
高
校

で
過
む
し
た
三
年
間
程
播
み
台
に
し
て

多
く
の
発
輩
の
皆
様
の
む
寝
導
を
い
た

だ
き
、

向
後
は
同
窓
会
員
と
し
て
間
窓

会
及
び
母
校
の
発
震
の
た
め
に
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

昭
和
６０
年
度

教
職
員ｉ
等
人
事
異
動

（
級
称
略
）

〔
転
出
〕

教
頭
　
新
藤
　
格

果
立
秩
父
東
高
校

受
ヘ

教
諭
　
濁
見
！
宏
　
県
立
松
曲
女
高
ヘ

″
　
　
田
渇

藩

妻
沼
高
校
へ

非
常
勤
講
師

塚
趨
雅
弘

行
聞
麓
護
学
校
ヘ

″
　
　
田
輔
潜
幸
　
用
本
高
校
ヘ

〔
転
入
〕

教
頭

岩
題

浮

伊
奈
学
園
総
合
高

校
よ
り

総

小
彙

寵

緑

添

餐

高
校
よ
り

″
　
　
模
癖

正

一県
立
妻
溜
高
よ
り

実
曽
助
手
高
杯
縄
子

秩
父
高
校
よ
り

〔
新
任
〕

非
常
勤
講
師

普
田
紘
子

根
鮮
隆
博

須
長
正
案

上
原
に
相

（
定
）
大
畠
潜

一

〔
還
綴
ｗ

美
習
動
手
久
傑
払
美

・上
尾
稲
高
校
へ

新
採

（
三
東
四
段
目
か
ら
統
き
）

文
京
女
子
２
　
朗
縮
南
英
―
　
フ
ェ
リ

ス
女
子
学
腕
１
　
目
自
学
園
３
　
共
立

女
子
―

Ａ
専
門
学
校
Ｖ

Ａ
正
業
Ｖ
日
本
工
学
院
９
　
東
京
鶴
子

り
”
中
央
工
学
校
２
　
埼
玉
電
子
正
学

腕
芝
　
聞
東
王
薬
―

∧
医
療
Ｖ
県
立
北
寓
等
替
護
学
腕
３

県
立
南
再
等
轡
護
学
腕
３
　
一都
豆
府
中

奮
題
学
校
１

一都
笠
霊
島
奮
護
学
校
―

大
自
衛
宅
師
学
院
１
　
埼
玉
歯
科
徳
生

―
　
帝
京
医
学
技
術
‥

大
東
医
療
―

昭
和
医
療
技
術
１

北
里
衛
牲
科
学
―

∧
衡
生
Ｖ
真
野
菜
容
―
　
前
箱
喪
容
―

資
牡
堂
業
容
―

出
野
美
容
―

　
後
藤

学
囲
１

埼
玉
県
栄
養
―

東
京
製
薬

学
校
―

Λ
幾
南
杜
会
福
祉
Ｖ
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｏ
Ａ
Ｉ

八
商
業
契
務
Ｖ
高
崎
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ど

ジ
ネ
ス
８
　
東
京
ス
ク
ー
ル
オ
プ
ビ
ジ

ネ
ス
２

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｏ
Ａ
ｌ

　
埼
玉
電

子
工
学
瞬
３
　
バ
ン
パ
シ
フ
イ
ク
イ
ン

ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
ー
　
東
京
オ
ベ
レ
ー

タ
ー
ー

　
埼
玉
電
子
王
業
―

　
千
代
囲

芸
術
―

東
京
会
計
士
年

東
京
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
１
３
　
早
稲
醸
麗
記
２
　
中

模
連
記
―

東
京
工
学
院
１

　
村
田
縛

記
１

大
腐
驚
覇
―

　
東
放
学
闘
情
報

―
　
麓
士
ビ
ジ
ネ
ス
ー

Ａ
家
政
Ｖ
寓
崎
文
化
服
装
１
　
文
竹
服

装
１

事
綴
飾
―
　
ジ
オ
ー
グ
編
物
―

杉
野
学
園
１

Λ
文
化
教
養
Ｖ
東
放
学
閣
―

青
山
レ

コ
ー

デ
ィ
ン
グ
ー

　
駿
台
ト
ラ
ベ
ル
２

ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
３
　
東
京
デ
ザ

イ
ナ
１
４
　
綴
田
服
飾
デ
ザ
イ
ン
ー

東
京
正
学
瞬
２

日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
ー

通
銀
ガ
イ
ド
養
競
所
２
　
紳
田

（
次
東
五
段
ロ
ヘ
続
く
）

暴

塗

暦

講

も
誓

審

の

曽
さ
ん
の
関
心
が
最
近
時
に
高
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

過
日
神
川
村

の
青
本
教
薄
長
さ
ん
が
学
校
に
見
え
ら

れ
同
期
の
方
の
消
愚
が
金
輿
判
距
し
た

こ
と
を
護
し
て
行
か
れ
ま
し
た
。

大
変

嬉
じ
い
こ
と
で
あ
り
、

又
役
員
の
方
々

が
大
変
努
力
さ
れ
て
い
る
様
子
が
簸
わ

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

去
る
王
月
十
五

日
全
百
制
三
九
八
名
定
時
制
九
名
の
挙

業
生
を
送
り
卒
業
往
総
数
は
二

一
四
六

一
名
に
選
し
ま
し
た
。

新
し
い
毎
簿
の

発
判
に
よ
っ
て
会
掲
相
互
の
連
帯
が
、

よ
り
深
ま
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
ｏ

器
校
も
先
鞍
の
方
々
の
期
待
に
応
え
る

よ
う
頑
強
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

大
学
進
学
も
や
々
御
期
待
に
添
う
と

四
年
間
を

ふ
り
か
え

っ
て

５９
年
度
卒
（定
）
石
井
秀

一

雷

も
嚢

の
懸

架

て
ま

っ

た
。

．私
は
本
高
を
四
年
で
卒
業
す
る
気
で

あ
っ
た
が
、

も
う
そ
の
容
業
に
な
る
と

は
、

早
い
。

早
す
ぎ
る
。

い
ま

一
つ
ピ

ン
と
乗
な
い
。

今
の
自
分
は
、

こ
れ
か

ら
学
校
を
卒
業
し
て
家
の
仕
事
を

一
人

校
長

国
谷
敏
朗

こ
ろ
ま
で
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

本
年
は
、

国
立
で
二
急
増
私
立
四
学
制

大
学
で
一
一四
名
増
で
あ
り
ま
す
。

来
年

は
現
役
で
田
立
二
海
台
の
日
復
を
目
標

と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

運
動

部
、

文
化
部
も
漸
次
潜
発
化
し
て
お
り

昨
年
度
は
サ
ッ
カ
ー

部
が
県
代
表
を
争

う
と
こ
ろ
ま
で
参
り
ま
し
た
。

各
部
と

も
あ
と

一
歩
で
県
北
の
代
表
を
狙
う
と

こ
ろ
ま
で
来
て
お
り
ま
す
の
で
生
徒
の

意
気
も
上
っ
て
お
り
ま
す
。

本

年

度

は
、

特
に
校
庭
の
整
備
、

グ
ラ
ン
ド
の

整
備
を
窪
点
的
に
題
め
、

生
健
の
構
動

意
欲
を
要
に
高
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

同
窓
の
皆
さ
ん
、

是
非
時
々
学

校
を
訪
れ
、

在
校
生
脅
励
ま
し
て
下
さ

い
。

で
や
る
よ
う
に
な
る
に
つ
い
て
の
心
配

で
い
っ
ば
い
だ
。

一
年
く
ら
い
前
に
卒

業
生
を
送
り
出
し
を
自
分
蓮
が
、

今
度

は
送
り
出
さ
れ
る
逆
場
に
な
る
と
は
思

っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
、

私
た
ち
は

一
人
立
ち
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

一
人

一
人
が
、

今
、

自
分
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
に
立
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
。

一
年
の
時
に

一
緒

に
入
学
じ
た
友
達
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

卒
業
し
た
か
っ
た
け
れ
ど
、

今
年
の
卒

業
生
は
た
っ
た
四
人
し
か
い
な
い
，

寂

し
い
隈
り
だ
。

卒
築
し
て
か
ら
も
、

学

校
に
は
障
々
遊
び
に
来
た
い
と
思
う
。

四
年
間
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
む
ざ

い
ま
し
た
。

蠣1禄
三
号を母叩

戸 谷 全 売 (旧中23・再1)

営業内容罐繁寵智二象撃費轟畿野
いせやチエーン隣 ・毬22-2008

内科・小児科・循環器科・放射線科

法と胃腸病科・呼吸器科・理学診療科
人 五 透 析 ・人 間 ド ツ タ

院長 岡
本監市銀座3‐5T8 密 て0495)22-6291鶴   '

院 |
祐  孝 rlH中9田)
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慈同高本第 3号

網
愛
な
る
金
田
弐
万
有
余
名
の
問
窓
生
の
皆
様
、

平
薬
闘
窓
余
の
為
に

何
か
と
御
筋
力
を
賜
り
、

競
に
有
難
く
摩
く
御
社
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て

本
年
七
月
に
本
高
創
立
六
給
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
皆
様
待
望
の

間
窓
会
名
簿
を
発
稲
す
る
運
び
と
構
成
り
ま
し
た
。

多
数
会
員
の
御
簿
読

を
お
撃
数
し
ま
す
。

昨
年
来
園
窓
会
本
部
で
は
会
員
名
簿
の
作
滅
を
手
始
め
に
幾
つ
か
の
新

規
事
業
を
往
固
立
案
し
強
力
に
控
進
す
る
様
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

然
じ

年
ら
幾
多
の
事
業
を
遂
行
す
る
為
に
は
御
案
内
の
通
り
、

そ
れ
相
当
の
基

礎
財
源
を
必
要
と
し
ま
す
。

同
窓
会
で
は
学
会
費
金
壱
千
円
也
と
入
会
金
、

金
弐
千
円
也
そ
れ
に
終
身
会
喪
金
壱
万
円
也
と
特
別
寄
付
金
、

東
砲
で
財

源
を
賄
っ
て
お
り
ま
す
ｏ

社
会
の
各
分
野
で
観
態
躍
の
関
窓
生
の
簿
態
に

終
身
会
費
の
御
拠
出
を
御
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、

現
行
返
に
覇

に
裁
雷
四
給
九
名
の
方
々
か
ら
御
納
入
頂
き
ま
し
た
。

紙
〓
を
簡
り
で
謹

ん
で
謝
意
を
表
し
ま
す
。

商
今
後
共
関
窓
会
活
動
に
深
い
御
理
解
を
買
き

億
旧
の
御
支
援
御
協
力
を
賜
り
ま
す
様
御
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

終
身
会
繁
む
納
入
の
際
に
は
盗
記
田
醒
に
む
入
金
下
さ
い
。

郵
便
局
頒
込
田
座
番
号
東
京
三
―

一
人
七
〇
二
〇
ゃ

又
は
埼
玉
銀
行
普

通
預
金
田
座
番
号
本
度

一
八
九
―

一
〇
七
七
七
三
．

本
高
間
窓
会
役
員

一
同

編
集

後

記

編
集
に
あ
た
り
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

金
国
各

地
の
二
万
余
の
会
員
に
如
何
に
会
報
を

お
届
け
す
る
か
。

ジ
票
不
足
で
郵
送
料

に
限
界
が
あ
り
、

今
回
は
終
身
会
費
組

八
者
と
泰
年
、

昨
年
の
卒
業
生
雇
郵
送

じ
母
校
顧
節
と
在
校
生
に
は
彊
綾
配
布

致
し
ま
す
。

同
窓
会
名
簿
も
完
成
に
近
づ
き
四
千

余
部
の
注
文
が
あ
り
近
ｇ
郵
送
さ
れ
る

予
定
で
す
。

（
同
窓
会
事
務
局

一
開
）

け
　
な
つ
か
し
い
旧
制
本
申
校
舎

鎌
勤
納
入
者
芳
名
（る
こ

―
―
敬
称
略

・
受
付
順
―
―

戸
谷
金
勇
、

江
療
湾
慧
、

岡

て
い
子

森
田
徳
英
、

橋
爪
茂
夫
、

松
永
広
純
．

年
久
疎
級

一
、

岡

縮
翼

ゃ
根
畳

重

蘭
画
雅
之
、

松
原
文
司
、

翼
下
悪
業
子

欝
田
八
郎
、

池
田
修
覇
．

中
野
　
値
、

簿

寵

、
牛
換

擢

、
金
護

遺

霜

裕
、

密

聾

、
高
縮
騒

、

高
橋
嘉
瞬
、

醸
谷
敏
朗
、

臣
村
畿
美
子

斎
藤
波
人
、

須
藤
好
夫
、

江
原
節
子
、

中
原

実
、

鳥
羽
　
登
ゃ

目
黒
輝
久
、

冨
題
一
遷
、

荻
野
千
鶴
、

山
田
米
作
、

青
木
　
彰
、

戸
谷
修
康
、

小
豪
マ
サ
子

上
原
饗
博
、

島
田
徳
三
、

坂
末
園
子
、

設
築
直
容
、

大
嫁

宏
、

亀
固
能
紀
、

用
輔
隣
治
、

神
長
金
義
、

門
念
正
蜂
、

松
本
真
開
、

島
田
澄
子
、

田
中
靖
夫
、

小
谷
野

博
、

小
暮
潜

一
、

中
原
和
喜

荒
井
正
夫
、

新
井

茂
、

渡
辺
道
夫
、

中
村

麟
、

小
林
金
豊
、

金
井
文
太
郎

懸
田
三
郎
、

懸
田
高
治
、

入
　
稲
男
、

麗
田
　
勇
、

日
間
器
雄
、

小
林
正
夫
、

山
田
勝
吉
、

首
田
級

一
、

黒
田
逮
雄
、

福
島
八
郎
、

高
田
節
子
、

林

芳
細
、

圧
田
孟
史
、娘

原
正
瞬
、

竹
内
精
四
郎

内
題
親
聴
、

小
林
　
晶
、

範
固
　
弘
、

大
場
直
瞬
、

幸
田
優
二
、

戸
塚
売
男
、

競
井

茂
、

大
嫁

実
、

山
田
鎮
欧
、

矢
崎
昭
夫
、

朝
比
奈
利
雄
、

門
念
覇
久

内
藤
　
瞬
、

矢
島

強
、

加
歯
親
馬
、

松
原
康
男
、

石
原
遭
夫
、

飯
嫁

栄
、

須
貿
　
裕
、

消
水
　
勲
、

桑
原
広
太
郎

丞
聾

一
、

餐

尊
金

、
議

審

橋
爪
国
巣
、

綾
鋼
二
郎
平
、

関
田

一
部

出
本
康
夫
、

大
嫁
俊
雄
、

斎
藤
穏
三
郎

立
石
正
美
、

小
林
幸
緒
、

赤
湾
真
治
、

福
田
喜

一
郎
、

萩
原
目
彦

建物 ・住 まいの相談は

株式会社吉 田 建 設 ヘ
音 題 建 治 (高2田)

児 玉 町 大 学 秋 曲2738
TEL(0495)72-0128・4829

ヤマハ特約店

鶴本慶堂 楽器 鷹
社 長 太 田 宮 人 (高2田)

本 庄 市 銀 座 通 り
T E L0495… 24二5880
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